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社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会

Established in 1950

最年少（小２）小原檀さんに
出
場
者
は
全
国
の
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
49

人
。
昨
年
出
場
者
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
は
今

回
３
人
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
、
そ
の
他
の
楽
器
の

部
に
は
沖
縄
の
衣
装
を
ま

と
っ
た
三
線
や
演
奏
の
難

し
い
ホ
ル
ン
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
が
登
場
し
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演
奏

を
見
せ
て
く
れ
た
。

例
年
審
査
に
当
た
っ
て

い
る
和
波
孝

先
生
が

今
回
は
都
合
で
欠
席
し
た

た
め
、
代
わ
り
に
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
桐
山
建
志
先

生
が
初
め
て
審
査
に
あ

た
っ
た
、
桐
山
先
生
は

「
出
場
し
た
皆
さ
ん
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
３
人

は
と
て
も
い
い
勉
強
を
し

て
い
て
、
心
に
伝
わ
っ
て

く
る
演
奏
が
多
く
た
い
へ

ん
感
動
し
ま
し
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

特
別
演
奏
は
桐
朋
女
子

高
校
音
楽
科
１
年
の
古
澤

香
理
さ
ん
が
バ
イ
オ
リ
ン

で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ

タ
な
ど
３
曲
を
華
麗
に
演

奏
し
、
喝
采
を
浴
び
た
。

３
年
ぶ
り
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
賞

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
記
念
音
コ
ン

第
64
回
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
記
念
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ー
プ
ラ
ス
特
別
協
賛
、
ト
ッ
パ
ン
ホ
ー
ル
会
場
協
力
、
毎
日
新
聞
社
、
毎
日

新
聞
社
会
事
業
団
な
ど
後
援
）
が
11
月
15
日
（
土
）
、
東
京
都
文
京
区
の
ト
ッ

パ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
最
も
感
銘
を
与
え
た
演
奏
者
に
贈
ら
れ
る
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
賞
は
ピ
ア
ノ
１
部
に
出
場
し
た
小
原
檀
さ
ん
（
横
浜
市
立
盲
特
別
支

援
・
小
２
）
が
見
事
輝
い
た
。
同
賞
は
こ
こ
２
年
、
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
。

★
入
賞
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

【
ピ
ア
ノ
１
部
】
１
位
＝
小
原
檀
（
横
浜
市
立
盲
特
別
支
援
・

小
２
）
、
２
位
＝
石
田
乃
彩
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
立
浦
佐
小
・

３
年
）
、
３
位
＝
相
原
晴
（
筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援
・
小

２
）

【
ピ
ア
ノ
２
部
】
１
位
＝
佐
藤
あ
か
り
（
福
島
県
相
馬
市
立
中

村
第
二
小
・
５
年
）
、
２
位
＝
善
如
寺
風
太
（
岐
阜
県
立
岐
阜

盲
・
小
６
）
、
３
位
＝
亀
井
康
生
（
横
浜
市
立
盲
特
別
支
援
・

小
６
）
、
奨
励
賞
＝
玉
置
陽
南
（
横
浜
市
立
盲
特
別
支
援
・
小

５
）

【
ピ
ア
ノ
３
部
】
１
位
＝
工
藤
星
奈
（
秋
田
県
立
盲
・
中

２
）
、
２
位
＝
該
当
者
な
し
、
３
位
＝
武
井
勇
樹
（
千
葉
県
立

千
葉
盲
・
中
３
）
、
岩
月
か
ほ
り
（
愛
知
県
立
名
古
屋
盲
・
中

２
）
、
奨
励
賞
＝
川
崎
春
香
（
新
潟
県
立
は
ま
ぐ
み
特
別
支

援
・
中
１
）

【
ピ
ア
ノ
４
部
】
１
位
＝
該
当
者
な
し
、
２
位
＝
高
野
翼
（
栃

木
県
立
盲
・
高
１
）
、
３
位
＝
渡
辺
麻
菜
美
（
岐
阜
県
立
岐
阜

盲
・
高
２
）
、
水
野
隆
（
東
京
都
立
文
京
盲
・
高
１
）

【
弦
楽
器
の
部
、
全
員
バ
イ
オ
リ
ン
】
１
位
＝
遠
山
作
弥
（
群

馬
県
立
盲
・
小
５
）
、
２
位
＝
坂
下
行
人
（
新
潟
県
佐
渡
市
立

金
泉
小
・
４
年
）
、
池
内
風
香
（
筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援
・

中
３
）
、
３
位
＝
該
当
者
な
し

【
そ
の
他
の
楽
器
の
部
】
１
位
＝
川
添
ミ
ユ
（
フ
ル
ー
ト
演
奏

東
京
都
立
八
王
子
盲･

中
２
）
、
２
位
＝
坂
田
優
咲
（
ホ
ル
ン
演

奏･

筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援･

高
２
）
、
３
位
＝
該
当
者
な
し

【
創
作
・
編
曲
の
部
】
１
位
＝
該
当
者
な
し
、
２
位
＝
渡
辺
麻

菜
美
（
創
作
演
奏

岐
阜
県
立
岐
阜
盲
・
高
２
）
、
３
位
＝
亀

井
康
生
（
創
作
演
奏

横
浜
市
立
盲
特
別
支
援
・
小
６
）

【
独
唱
１
部
】
１
位
＝
芳
澤
和
子
（
長
野
市
立
南
部
小･

５
年
）

【
独
唱
２
部
】
１
位
＝
宇
木
素
裕
（
東
京
都
立
文
京
盲
・
高

３
）
、
２
位
＝
鈴
木
萌
依
（
筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援
・
高

３
）
、
３
位
＝
中
畑
友
里
（
筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援･

専
１
）

【
重
唱
・
合
唱
の
部
】
１
位
＝
中
畑
友
里
・
鈴
木
萌
依
（
筑
波

大
附
視
覚
特
別
支
援
・
専
、
高
３
）
、
２
位
＝
該
当
者
な
し
、

３
位
＝
筑
波
大
附
視
覚
特
別
支
援
・
中
学
部
合
唱
部
、
東
京
都

立
文
京
盲
・
音
楽
部
、
奨
励
賞
＝
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院

小さな手で鮮やかにピアノを演奏する小原檀さん
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ア
イ
ダ
ス
協
会

渡
辺
文
治
氏
に

第
22

回
（
２
０
１
４
年
度
）
「
ヘ
レ

ン
ケ
ラ
ー
・
サ
リ
バ
ン
賞
」
受
賞
者
は
、

ア
イ
ダ
ス
協
会
理
事
、
渡
辺
文
治
さ
ん

（
63

）
に
決
定
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
視

覚
障
害
情
報
機
器
ア
ク
セ
ス
サ
ポ
ー
ト
協

会
（
ア
イ
ダ
ス
協
会
）
の
前
身
で
あ
る
日

本
オ
プ
タ
コ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ズ

協
会
で
発
足
当
時
か
ら
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
、
オ
プ

タ
コ
ン
の
指
導
法
確
立
と
そ
の

普
及
に
努
め
、
ア
イ
ダ
ス
協
会

へ
の
改
組
後
も
情
報
機
器
の
指

導
者
養
成
や
普
及
に
尽
力
。
ま

た
、
医
療
・
教
育
・
福
祉
の
有

機
的
な
連
携
を
組
織
化
し
、
視

覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。

贈

賞

式

は
、

10

月

１

日

（
水
）
に
当
協
会
で
行
わ
れ
、

本
賞
（
賞
状
）
と
副
賞
と
し
て

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の
直
筆

の
サ
イ
ン
を
刻
印
し
た
ク
リ
ス

タ
ル
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ

た
。

★
受
賞
理
由

ア
イ
ダ
ス
協
会
や
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
で
活
躍
す
る
渡
辺
さ
ん
の
活
動
の
原

点
は
、
昭
和
48
年
に
初
め
て
日
本
に
オ

プ
タ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
盲
人
職
能
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
米
国
か
ら
発
明
者
を
招
聘
し
て
国
際

セ
ミ
ナ
ー
や
、
１
週
間
の
オ
プ
タ
コ
ン
指

導
者
（
オ
プ
タ
コ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
）
養
成

講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
草
創
期
の
受
講

生
で
あ
っ
た
渡
辺
さ
ん
ら
は
、
早
々
に
日

本
オ
プ
タ
コ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ズ
協
会
を
結

成
し
、
指
導
者
向
け
講
習
会
を
10
年
以

上
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
が
、
渡
辺
さ
ん
の

大
学
卒
業
論
文
も
オ
プ
タ
コ
ン
に
関
す
る

研
究
だ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
の
普
及
と
共
に
、
高
価

で
操
作
が
難
し
い
オ
プ
タ
コ
ン
は
淘
汰
さ

れ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
昭
和
52

年
に
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
団
に
就
職
し
た
。
配
属
さ
れ
た
七

沢
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
は
、
視
覚
障
害
者
に
点

字
指
導
、
歩
行
訓
練
、
日
常
生
活
動
作
訓

練
な
ど
を
行
う
施
設
だ
が
、
平
成
22
年

に
身
体
障
害
部
門
の
更
生
ホ
ー
ム
と
統
合

さ
れ
、
「
七
沢
更
生
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
」
と

改
称
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
視
覚
障
害
者
生
活
支
援
員

と
し
て
、
点
字
指
導
や
感
覚
訓
練
を
は
じ

め
歩
行
訓
練
以
外
は
な
ん
で
も
取
り
組
ん

だ
。
と
く
に
視
覚
障
害
者
は
、
物
を
触
る

こ
と
で
空
間
認
知
力
や
想
像
力
が
育
ま
れ

る
の
で
感
覚
訓
練
に
力
を
い
れ
た
。

視
覚
障
害
者
の
多
様
化
に
伴
い
、
そ
れ

を
受
け
止
め
る
に
は
専
門
分
野
別
に
団
体

が
あ
る
が
、
相
互
の
情
報
交
換
が
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
な
い
大
き
な
壁
が
あ
っ
た
。
そ

の
壁
を
無
く
し
学
際
的
な
統
合
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
と
、
日
本
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
視
覚
障
害
日
常
生

活
訓
練
研
究
会
、
日
本
視
覚
障
害
歩
行
訓

練
士
協
会
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
を
統

合
し
て
、
平
成
４
年
に
「
視
覚
障
害
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た

が
、
渡
辺
さ
ん
は
そ
の
設
立
に
も
深
く
関

与
し
た
。

最
近
、
渡
辺
さ
ん
が
も
っ
と
も
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
勉
強

会
で
あ
る
。
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
障
害
は
多

様
で
複
雑
だ
が
、
眼
科
医
で
さ
え
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関
心
が
な
い
人
も

多
く
、
従
来
は
医
療
と
福
祉
と
教
育
で
情

報
を
共
有
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

彼
も
呼
び
か
け
人
の
一
人
と
な
り
、
平
成

12
年
に
神
奈
川
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
、
今
で
は
、
県
下
の

す
べ
て
の
大
学
医
学
部
、
特
総
研
や
盲
学

校
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
関
係
者
や
多
数
の

眼
科
医
が
参
加
し
て
、
年
に
２
回
の
研
修

会
と
毎
月
の
勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。

60
歳
で
定
年
退
職
し
た
渡
辺
さ
ん
は

再
雇
用
さ
れ
、
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
一

筋
37
年
、
平
成
28
年
３
月
を
持
っ
て
七

沢
更
生
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
を
去
る
。
眼
科
医

と
対
等
な
立
場
で
話
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
育
て
あ
げ
る
の
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
い

う
。

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー･

サ
リ
バ
ン
賞

贈
賞
式
で
受
賞
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

渡
辺
文
治
さ
ん
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インターネットを介した資金調達プロジェクト

「クラウドファンディング」で集まった支援金を元

に製作した「目の不自由な人を素敵にサポートでき

る動画セミナー」が９月に完成、ネットで公開され

た。

同事業を企画したセカンドアカデミー（株）が当協

会に協力を求めてきたため、企画段階から参加、点字

図書館職員２人が出演した。西武新宿線新宿駅や協

会近くの交差点でのサポートの様子が描かれてお

り、協会の広報にも繋がっている。

動画はhttp://www.second-academy.com/movie/で見

ることができる。

動画セミナー

「目の不自由な人を

素敵にサポート」

点
字
図
書
館

職
員
２
人

出
演
！

動画に出演した点字図書館の千葉（左）、高橋（右）両職員

12
月
理
事
会
を
開
催

平
成
26
年
度
第
４
回
協
会

理
事
会
は
12
月
12
日
、
協
会

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

本
部
、
学
院
、
点
字
図
書

館
の
補
正
予
算
を
審
議
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る

点
字
出
版
所
の
取
り
組
み
な

ど
を
報
告
し
た
。

第
40
回
点
字
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
懇
親
会
を
10
月
27

日
午
後
、
協
会
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
今
年
は
点
字
図
書
館

開
設
40
周
年
に
当
た
り
、
節

目
の
懇
親
会
と
な
っ
た
。
約

30
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
、
活
動
歴
５
年
を
迎
え

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
人
に
感

謝
状
を
贈
っ
た
。

記
念
講
演
を
お
願
い
し
た

日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設
協

議
会
理
事
長
・
ぶ
ど
う
の
木

ロ
ゴ
ス
点
字
図
書
館
館
長
の

高
橋
秀
治
さ
ん
は
「
私
の
歩

ん
だ
道
」
と
題
し
て
自
ら
の

人
生
を
振
り
返
り
、
視
覚
障

害
者
の
社
会
参
加
や
自
立
に

向
け
た
長
年
に
渡
る
ご
自
身

の
関
わ
り
を
話
し
、
深
い
感

銘
を
与
え
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会

節
目
の
40
回

11

月
９
日
ま
で
安
倍
首
相
は
「
解
散

は
考
え
て
い
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
の

で
、
こ
の
日
ま
で
解
散
風
は
微
風
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
翌
日
急
変
し
、
同
月
11

日
付
新
聞
朝
刊
各
紙
一
面
に
は
「
解
散
」

の
文
字
が
踊
り
、
解
散
風
は
台
風
並
み
に

急
成
長
し
た
。

そ
こ
で
間
髪
を
入
れ
ず
、
日
本
盲
人
福

祉
委
員
会
選
挙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
点
字
版

部
会
事
務
局
は
動
き
、
在
京
の
事
務
局
メ

ン
バ
ー
を
招
集
す
る
と
と
も
に
、
音
声
版

部
会
と
拡
大
文
字
版
部
会
の
代
表
を
招

き
、
翌
日
の
12

日
午
後
３
時
か
ら
当
協

会
点
字
出
版
所
会
議
室
に
お
い
て
緊
急
選

挙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
会
議
を
開
催
し

た
。
そ
の
後
、
準
備
態
勢
の
進
捗
を
確
認

し
な
が
ら
、
矢
継
ぎ
早
に
点
字
版
部
会
事

務
局
会
議
・
全
体
会
議
、
点
字
・
音
声
・

拡
大
文
字
版
合
同
会
議
を
同
月
中
に
開
催

し
た
。

そ
の
間
に
も
11
月
21
日
解
散
、
12
月

２
日
公
示
、
12
月
14
日
投
開
票
で
衆
議

院
議
員
選
挙
を
行
う
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
な
ん
と
解
散
か
ら
投
票
日
ま
で

は
、
た
っ
た
23
日
間
で
あ
る
。

と
く
に
編
集
課
は
、
11
月
末
で
辞
め

る
職
員
（
退
職
日
は
12
月
15
日
）
と
、

点
字
教
科
書
作
成
に
忙
殺
さ
れ
る
製
版
課

を
応
援
す
る
た
め
ベ
テ
ラ
ン
が
11
月
か

ら
異
動
し
た
。
こ
の
た
め
同
月
か
ら
新
人

２
人
を
採
用
し
た
ば
か
り
で
、
新
入
職
員

研
修
が
終
わ
る
や
い
な
や
、
右
も
左
も
分

か
ら
ぬ
ま
ま
２
人
は
選
挙
業
務
の
大
旋
風

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
ま
ど
っ
た
の
は
新
人
だ
け
は
な
い
。

と
に
か
く
時
間
不
足
で
万
全
の
準
備
態
勢

を
敷
く
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
選
挙
戦
へ

突
入
し
た
た
め
、
誰
も
が
不
安
い
っ
ぱ
い

で
「
印
刷
機
の
整
備
が
間
に
合
わ
な
い
か

も
知
れ
な
い
」
と
技
師
は
蒼
白
に
な
っ

た
。し

か
し
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
野
党

の
選
挙
協
力
も
あ
っ
て
、
小
選
挙
区
の
立

候
補
者
が
全
体
で
前
回
の
26
％
も
減
少

し
た
。
さ
ら
に
前
回
の
総
選
挙
か
ら
２
年

し
か
た
っ
て
い
な
い
た
め
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
の
対
象
者
は
前
回
の
10

人
か
ら
５
人
へ
と
半
減
し
た
。

こ
う
し
て
準
備
段
階
で
は
緊
迫
し
た
局

面
も
あ
っ
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
職
員

全
員
の
が
ん
ば
り
で
準
備
不
足
を
克
服
し

て
、
点
字
版
も
音
声
版
の
選
挙
公
報
も
そ

の
製
作
は
、
当
初
の
計
画
よ
り
前
倒
し
し

て
、
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
順
調
に
完
了
し
た

の
で
あ
っ
た
。（

点
字
出
版
所

福
山
博
）

準
備
不
足
も
何
ん
の
そ
の

晴
天
の
霹
靂
解
散
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サポートグッズフェアを開催

協会恒例のサポートグッズフェアが８月30日（土）、協会

３階ホールを主会場に開かれた。好天の当日、午前10時の開

場から引きも切らずに来場者が訪れ、午後４時の終了までに

約200人の方が各ブースを巡回してゆっくりと商品を手に取る

など、これまでにない盛況で、フェアを楽しんだ。

出展したのは16企業・団体。メーカーや代理店がそれぞれ

特徴のある製品を展示して利用者の疑問や相談にきめ細かく

応じ、中には高額な商品の予約を取り付けた企業もあった。

初登場は畳教室でのヨガ体験コーナー。インストラクター

が、ポーズのイメージや作り方をわかりやすい言葉を使い、

体に触れながら進める「チャレンジド・ヨガ」だった＝写

真。挑戦したのは約30人。目が不自由でも先生の説明とアシ

スタント２人のサポートで汗びっしょりになりながら「気持

ちがいい」「ヨガなんて初体験。でもやって良かった」と評

判だった。

また、学院の教室を利用して休憩室を設けたのも成功だっ

た。ＮＰＯ法人「多摩草むらの会」が運営している飲食店が

お茶やジュースを提供した。お店で売っている有機野菜やお

まんじゅう、かわいいグッズも即売され、混雑した会場から

足を運んだお客様はゆっくりと長いすに座って、しばらく休

んだ後、改めて会場に向かわれた方がたくさんいた。

今回も多くのボランティアさんが手引きや案内のお手伝い

をしてくだった。

ヨガも体験 汗々々

社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会
〒169-0072

東京都新宿区大久保３－１４－２０

本部、ヘレン・ケラー学院
電話 ０３（３２００）０５２５

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８

点字図書館
電話 ０３（３２００）０９８７

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２

点字出版所、盲人用具センター、

海外盲人交流事業事務局
東京都新宿区大久保３－１４－４

電話 ０３（３２００）１３１０

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２

ホームページもご覧ください。
http://www.thka.jp/

★点字出版所人事

▽採用

11月１日＝佐藤駿平、菊池惟菜（編集課）

▽退職

12月15日＝布施郁美（編集課）

８月30日は、ヘレン・ケラー学院

主催のあんまマッサージ指圧無料体

験会も同時に行われ、学院生が汗

びっしょりになって施術に挑んだ。

事前の告知で広まったため、午前

10時のスタート前から15、6人の患

者さんが訪れ予約表に名前を記入し

待合室は混雑し始めた。対応したの

は臨床実習を学んでいる３年生以上

の16人。これに受付や連絡役に回っ

た１、２年生も参加して総勢25人体

制で受け入れた。

１階教室と３階教室を治療室に

し、トランシーバーを使って患者さ

んを割り振るなど適切な応答で患者

さんを誘導。待合室で長時間待たせ

ることもなく、95人もの患者さんに

うまく対応することが出来た。

マッサージ指圧無料体験会

9 5人の患者さん

2 5人で受け入れ


